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Mr. Masao FUJITA
一般社団法人 南紀白浜観光協会 会長
藤田 正夫 氏

1952年和歌山県白浜町に生まれ、その後大阪へ転出、小学校から大学までを大
阪で過ごす。1976年に銀行に就職し、大阪や東京の支店・本部で勤務し、主に
証券業務を担当する。2009年に退職後、白浜町へ戻り家業である温泉供給業を
継ぐ。2019年より白浜観光協会長に就任し、観光団体の統合を経て、2021年に
一般社団法人南紀白浜観光協会会長に着任する。
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Ms. Tatsuko NAKAO
株式会社アワーズ取締役(SDGs担当)⽩浜事業所⻑、
アドベンチャーワールド 副園⻑、獣医師・学芸員

中尾 建子 氏

1988年株式会社ワールドサファリ（現：株式会社アワーズ）に⼊社。動物園動
物の診療、飼育管理そして動物園教育に携わる。1994年世界で初めてジャイア
ントパンダの繁殖を⽬的とした「ジャイアントパンダ⽇中共同繁殖研究」を開
始。28年間に渡りジャイアントパンダの飼育管理、繁殖研究に関わり、17頭の
パンダ出産・育児を⾒守る。2019年よりSDGs担当としてアワーズSDGs宣⾔や
サスティナビリティ方針の策定及び活動を推進している。

Mr. Ryota MORISHIGE
株式会社南紀白浜エアポート 誘客・地域活性化室 室長
森重 良太 氏

空港会社で地域コーディネーターとして、持続可能で稼げる地域づくりに向け
た地域課題解決型のご当地コンテンツ開発や着地型旅行事業（紀伊トラベル）
および受入体制の整備（地域DX・人材育成・DMO事業など）を手掛け、5年で
空港旅客数を倍増させる。紀伊半島地域連携DMO 事務局長 兼 最高マーケテ
ィング責任者（CMO）・財務責任者（CFO）、観光庁 地域周遊・長期滞在促進
のための専門家派遣事業　登録専門家、観光庁 新たな旅のスタイル促進事業 /
ワーケーション推進事業 アドバイザー。

Mr. Hiromi NUMATA
紀州・白浜温泉むさし 女将
沼田 弘美 氏

愛知県出身。高校卒業後、1997年結婚。1998年・1999年に出産ののち、子育て
中心の生活を過ごす。2018年に現場の仕事に復帰し、若女将勉強会の参加や業
者会議、商談会等対外対応を中心に従事する。2024年6月より一般社団法人南
紀白浜観光協会 副会長に就任する。
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